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序

社 会生活の変化とともに 「ものの豊かさ」から 「心の豊かさ」が求められて久しい今日、 文化財は現代人の心

の糧として欠くことのできない必須要件の一つであり、 国民共有の 財産であることはいうまでもありません。

市 民生活の充実 、 公共の福祉という目的を達成する た め、 民間 ・公共を問わず多くの開発事業が実施されること

になりますが、その陰で失われてゆく土地に刻まれ た 歴史 一埋蔵文化財一 に対し 、私達はその保護・保存と活

用という点 において大きな責務 を負っているともいえ るでしょう。

さて、ここに 長野市 立塩崎小学校水 泳プー ル改築事業に伴う緊急発掘調査を実施い た し まし た 調査報告書を、

『塩崎遺跡群(7)』として上梓できまし た ことはご同慶のい た りと 申せましょう。 発掘調査は平成3年に実施いた

し まし たもので調査範囲は遺跡の破壊が懸念される部分という限定され たものでありまし た が、重要な遺構や遺

物が発見されております。 これらの成果は本報告に記載してありますので、文化財に対する一層のご理解と地域

文化向上 の ための一助としてご活用頂ければ、 この上ない喜びであります。

最後になりまし た が、発掘調査の実施にあ た り、ご尽力いただ いた （梱） I/中島建設• 塩崎小学校、調査に参加し

ていただいた地元の皆さん、そして報告書刊行に至るまでご指導· ご援助を賜っ た 各位に、厚くお礼 申し上げま

す。

平 成 4 年 3 月

長 野 市 教 育 委 員 会

教 育 長 奥 村 秀 雄



例 言

1 本書は 、 長野市が施工する市立塩崎小学校水 泳プール改築事業に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、 長野市教育委員会埋蔵文化財センタ ーが直営で実施し 、 その期間は平成 3 年10月 2 日から10月

21日まで、実質作業日数は12日間である。

3 発掘調査地は、 長野市篠ノ井塩綺 3 3 3 3 に所在する。

4 遺跡名および調査地点は、 「塩崎遺跡群一塩崎小学校プール地点—」とする。

5 発堀調査実施面積 · 調査費（報告書刊行費含）は、360nf·3,090千円である。

6 本書での遺構記号は、 SB(住居址）· SK (土砿）を使用している。

7 遺構の測量は、 コ ー ディックシステムを援用する た め、（有）写真測図研究所に 委託し た。 平面図 に関 して 、 調

査地点の位置および範囲は平面直角座標系第VIII系の座標値に基づき記録されている。 標高については 、 日本水

準原点の標高を基準としている。

8 本書作成において、 整理作業および本文執筆に関 しては、矢口忠良 • 青木和明 の指導のもとに寺島孝典 が行

っ た。

9 調査によって得られ た 諸資料は、 長野市教育委員会（埋蔵文化財センタ ー）が保管している。
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I 調査経過

1 調査の契機

平成3年 9 月7日付で、 長野市教育委員会総務 課より市立塩崎小学校水 泳プー ル改築工事着手の通知があった。

過去、学校敷地内では 校舎改築 ・児童館建設等の発掘調査が、昭和52年より4次に亘り実施されており、 弥生時

代中期から平安時代にかけての多数の遺構が検出されている。 また 、 昭和35年のプー ル造成時には土師 器を主体

とする遺物が出土したが、中学校移築時に幻の土器群となってしまった経過があり 、 施工対象となる地点も埋蔵

文化財の包蔵が確実であるため、 10月初旬に記録保存のための発掘調査が実施されることとなる。 対象面積は

900面で、 そのうち破壊が予想される72 0rrl勺こついて当初発掘調査を実施する予定であったが 、 施工設計検討の結

果、既設大プール底盤を基礎に利用し新設プー ルを構築する工法が採用されることとなり 、 既設大プー ル部分に

ついては、埋蔵文化財発掘調査の対象から除外することが妥当との判断に至った。 このため発掘調査の対象は地

盤改良により埋蔵文化財の破壊が予想される既設小プー ル部分に限定し、調査面積は360面になった。

2 発掘調査経過

【平成3年】

10月 2 日（蜃）表土除去作業開始。

10月3日（晴）発掘器 材の搬入。

表土除去作業完了する。

10月4日（晴） SB1 �6 の検出

掘り下げ作業を開始する。

10月8 日（晴） SB1� 6 の掘り

下げ作業を継続。 SB8 � 10 の検出

掘 り下げを開始する。

10月11日（雨）測量を予定してい

たが 、 降雨により中止。

10月14日（蜃）コ ー ディックシス

テムによる一 回目の測量。 11日より

降り続いた雨で流れ込んだ 土砂が遺

構面を覆い、 その除去に苦慮する。

1 0月 15日（曇） SB 7 ·11� 18検

出・掘り下げ作業。

10月 16日（昼） SK 9検出 · 掘り

下げを開始するが、井戸状遺構とな

る。 検出した遺構の掘り下げをほぼ

完了する。

表 土 除 去

遺 構 検 出
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10月 17日（曇） SK9 の掘り下げを終え、 各遺構の個別写真と全体写真撮影。 午後降雨 。

10月 18日（ 晴）二回目の測量。 塩崎小学校の児童 現場 見学 。

10月 21日（ 晴）発掘器 材の撤収。 本日をもって現場 での発掘作業を終了する 。

3 調査の体制

長野市教育委員会埋蔵文化財センタ ーの直轄事業として実施し、 その組織 は以 下 のとおりである 。

調査主体者 長 野 市 教育 委 員 会教育長 奥 村 秀 雄

総括責任者 長野市埋蔵文化財センタ ー所長 小 山 正

庶 務 係 所長補佐 山 中 武 徳（契約・出納事務担当）
” 職 員 青 木 厚 子(II ・ ” 

調 査 係 調査係長 矢 口 忠 良
II 主 事 青 木 和 明（調査主任）
II 主 事 千 野 茫ロ
II 主 事 飯 島 哲 也
II 専 門員 中 殿 章 子
II 専 門員 横 山 かよ 子
” 専門員 森 泉 かよ 子

II 専門主事 小 松 安 和
II 専門主事 羽 場 卓 雄
” 専門主事 太 田 重 成

調 査 員 寺島孝典（調査担当）・矢口栄子・青木善子

調査参加者 太田豊ー・北村 利雄・西沢乾• 塩原恵美子・ 北沢やすい ・ 矢島喜和 子・三宅 計佐美• 吉沢澄子・

立山恵美子・岸田武子• 清水節 子・宮崎和 子・田中きよ 江・山田令 子・山本恵美子・松崎とみ 子・

駒村 より 子・西沢正子• 島田茂子・内山直子・深沢優子・高橋清子・三宅 利正

整理 参加者 徳 成奈於子• 岡沢治子・池田見紀・小泉ひろ美・向山純 子・西尾千枝・笠井敦子・武藤信子・山

崎佐織•橋爪孝次

遺構測量委託 （有）写真測図研究所

以 上、 直接発掘調査に 参加され た方 の々ほかに、 重機の手配・飲料水の提供をしていただ いた味川中島建設の

関係諸氏、 駐車場 所の提供をしていただ いた塩崎小学校に は感謝の意に絶え ない 。 ま た、 鉄器の保存処理につ い

て（財）長野県埋蔵文化財センタ ー調査研究員· 白沢勝彦氏にご教示 いただいた、 記して感謝申し上げ たい 。
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II 塩崎遺跡群の環境

1 位置と範囲

千曲川は、 長野盆地南縁部に至るとその流路を蛇行させ、 犀川による扇状地形の影響を受けながら 長野盆地東

縁部を北流する。 その最初の大きな蛇行部両岸に顕著な自然堤防が認められ、 塩崎遺跡群は上流部の左岸に位置

する。 左岸の自然堤防上 には上流部から塩崎遺跡群・篠ノ井遺跡群• 横田遺跡群が連なり、 これらの総延 長は6

kmにも達する。 塩崎遺跡群と篠ノ井遺跡群は便宜上聖川を境に分離しているが一連の性格を有している。'.

塩崎遺跡群は南北約2km · 東西最大幅600m の範囲に展開されると予想され、 今回の調査地点はそのほぼ中央

に位置する。 また篠ノ井遺跡群を含めた北西一帯は、古い時代に千曲川の流れ込みによる後背湿地が形成され、

現在水田として地目利用されているが、 古くから律令体制 の影響を受けた条里遺構の存在が予想されていた。 石

川条里遺跡の本格 的な発掘調査は圃場 整備の進展に伴い、 昭和57年度にその端を発し、 以 降現在まで継続して行

われている。 中でも昭和 63�平成元年度には 長野自動車道建設事業に伴う発掘調査が（財）長野県埋蔵文化財セン

タ ーによって行なわれ、 弥生時代中期までさかのぼる水田跡が発見され、 これ以 降各時代にわたり連綿と水田が

営まれてきていたことが判明 されつつある。

図 1 塩崎遺跡群と周辺の遺跡群 (1 : 50000) 
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2 塩崎遺跡群の現地形

下図 は塩崎遺跡群周辺の地形概念図 である。 調査 地点は図 のほぼ中央に位置し、北へ向かうにしたがって緩やか

に傾斜する微高地上 にある。 また松節から調査 地点の東を通り 、 聖川へぬける部分にlm以 上 の比高差を有する

急激な段差が認められる。 これは 、 旧千曲川の流路がこの辺りまで達していた痕跡であり、 自然堤防の存在を一

層明瞭にしている。 ちなみに 、 千曲川はその流路を幾度となく変えているが 、 現在の位置に落着いたのは天保年

間である（『塩崎村誌』ー 〔千曲川筋の変遷〕より）。 聖川は、 現在山崎地区内を流れる浄信寺川の辺を流れていたが

江戸時代に改修され現在の位置へと移されている。 その流路の痕跡が浄信寺川周辺に見られるのは非常に興味深

いところである。 また古老の伝聞によると 、 千曲川の洪水による冠水を受けても 、 塩崎小学校付近は浸水されな

かったという。 校舎改築等で検出された遺構群のあり方はこれを裏付けるものといえよう。
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田 調査内容

1 調査の概要

塩崎遺跡群は弥生時代中期から中世に至るまでの複合遺跡（群）であることは過去の調査などから周知されてい

るところである。 また最近の調査から、遺構の確認にまでは至っていないが縄文時代晩期から弥生時代中期初頭

の資料も増大してきており 、 周辺に該期の集落が存在する可能性を示唆している。 これらのことから考えると 、

縄文時代晩期（弥生時代前期並行）から現在に至るまでの各時代に集落が 営まれていたようである。

塩崎遺跡群での発掘調査歴を見てみると、昭和26年度〔松 節遺跡〕 での調査を初めとして 、 昭和s2�s4年には

塩崎小学校 校舎改築に伴う発掘調査（校舎地点）が3次にわたって行われ、80軒以上の住居址 、 建物跡や方形周

溝墓など 弥生時代中期以 降 の遺構を検出している。 また昭和60年〔市道松 節―小田井神社 地点〕 での発掘調査

では1 92軒以上にも及ぶ住居址などが確認され 、 中でも弥生中期前半の住居址とともに31基の人骨・副葬品を伴う

木棺墓群が検出されている。 これらに代表されるように過去6箇所 9地点の調査が行われており 、 校舎地点と性

格を同じくする今回の調査で6箇所 1 0地点目となる。

今回の調査では住居址15軒、土砿 8基を検出した。 住居址は弥生時代中期後半6軒 、 弥生時代後期 2軒 、 古墳

時代後期6軒 、 奈良•平安時代 1軒である。 土砿は弥生時代中期後半 2基(2 · 6号土砿）と該期に比定されるで

あろう井戸状遺構 ( 9号土拡） 1基の計3基 、 弥生時代後期 1 基 ( 8 号土砿）、 古墳時代 2基( 1 , 7号土砿）、 平安

時代以 降と推定される井戸跡 2基(3 ·4号土砿）等である。 住居址については 、 調査範囲が限られているため全

体の様子を把握できないものが大半であった。

,... 

遺構検出 ・掘り下げ作業

- 5 -



迂

＼◎ 
\、、- - -- - - - -- - - - - - - -- -- -

足�?.,()·()

ゾ

S 810 

。 4m 

;.oi(). () 
/?, 

図 3 遺構分布図 (1 : 80) 

- 6 -



2 弥生時代中期後半

2号住居址

住居址北側は撹乱の た め 、 南側は調査区外である た め形態

は不明 であるが、 隅丸方形になるものと思われる。 調査区内

では柱穴3個を検出したが、 炉は確認できなかっ た。

土 器の出土量は少なく、 器種には壷（図4-4) と甕( 1

�3)がある。 4は胴上半部分と思われる。 甕の口縁部形態

には 、 頸部より鋭く外反するもの(1)と緩やかに外反するもの

(2· 3)の2種類がみられる。 1 · 3の口唇部には縄文が施

文され2の口唇部はユビオサエによる。 また、 石庖丁と思わ

れる破片（図16- 1 )が出土している。 3 

図 4 2号住居址出土遺物(1/3)

3号住居址

東• 西壁の一部を検出したにすぎな

いが 、 形態は隅丸 長方形を想定する。

調査区内では柱穴 · 炉等の施設は検出

できなかった。

土器の出土量は少ない。 器種には壷

（図5-7). 甕 (2�6) ・鉢( 1 )  

がある。 7は 口縁部に縄文を地文とし

て山形文をめぐらし、 口唇部にも縄文

を施す。 2·4·5は櫛描羽状文 、 3は

櫛描波状文、 6は鋸歯文を施す。 1 の

外面には刷毛目が残る。 床面から打製

石鏃が（ 図16-3)出土している。

｀ 
＼遍胴三-----._-

,, 

゜
図 5 3号住居址出土遺物(1 /3) 

11号住居址

7号住居址と重複関係にあり 、 住居址のほとんどを7号住居址床面下より検出した。 東側は撹乱を受け、 検出

できなかったが、形態は円形を呈すると考えられ 、 規模は直径3.8 0mを想定する。 主柱穴は4個方形配列になる。

炉は住居址のほぼ中央に位置し、 長軸80cmの楕円形を呈し 、 床面から1 5cm掘り込まれ 、 炭化物 で埋まる。 床面

は炉を中心として堅緻である。 また壁際には床面より1 0cmの深さの周溝がめぐる。

検出面から床面までの住居址覆土が浅い ため士器の出土量は少ない。 器種は壷（図7- 1 )と鉢 (2)がある。

1 は胴 下 半部で内外面共に刷毛目、 外面は後に軽い箆ミガキ調整痕を残す。 2は内外面共に丁寧な箆ミガキを施

し、 内面は赤色塗彩する。 また、周溝内からは黒曜石製打製石鏃が2点（図16-s· · 6)出土している。
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図 6 11号住居址( 1 :60)- 図 7

〇- 10cm 

11号住居址出 土遺物(1/3) 

13号住居址

18号住居址と重複関係にある。

北側は調査区外により検出でき

なかっ た が、 形態は隅丸方形を

呈するものと考え られる。 調査

区内では柱穴．炉等の施設は検

出できなかっ た。 検出面からの

掘り込みは26cmを測る。

土器の出土量は多いが、 ほと

んどが小破片である。 器種は壷

（ 図8 -4· 5 ·10·11 ・ 13· 14)·

甕 0· 6· 7 · 8 · 9 ・12)・鉢 ( 

2·3)がある。 4· 5 は同一個

体で注口付壷型土器である。 1.
6は頸部に簾状文を施す。 6は

受口状を呈し、l· 7 ·8 · 9 は単

純口縁である。 10は突帯がめぐ

る。 床面からは小型扁平片刃石

斧 が（図1 6-7)出土 している。
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13号住居址出 土遺物(1/3) 
平

- 8 -



1 4号住居址

5 ·6 · 7 号住居址と重複関係にある。

形態は円形を呈 し 、 主軸は3 . 9 0m を測

る。 主柱穴は4個方形配列 になる。

炉は住居址中央よりやや南寄りに位置

しており、 直径32cm · 深さ 6 cmを測る

円形を呈する地床炉である。

土器の出土量は多くない。 器種は甕

（図1 0- 1 ·4·5 ) と鉢 (2· 3)があ

る。 1 は単純口縁となり 、 口唇部には

縄文を 、 頸部から胴 部にかけて波状文

を施す。 4は頸部に簾状文 、 胴 部に羽

状文を施す。 5 の 口縁部は受 口状を

呈 し 、 縄文を地文と して重山 形文を施

文、ボ タ ン状突起を貼付する。 口唇部

は面取りされ縄文を 、 頸部は平行線文

を施す。2·3は内外面共に赤色塗彩を

施す。 3 の 口 唇部には4個 の突起が

付されると想定される。

1 7号住居址

1 0 号住居址、 6 号土砿との重複関係

がある。 検出面からの掘り込みは45cm

を測る深い遺構である。 形態は隅丸方

形が予想されるが、床面 （底面） の状

況等から土拡である可能性が高い。

土器は比較 的多く出土 し た が 、 ほと

んどが小破片であっ た。 器種には壷

（ 図11- 1 �4· 7· 8 ) と甕( 5 · 6 )

がある。 1 の施文は櫛描平行線文と櫛

描刺突文が交互にめ ぐらされ 、 刺突文

上 下 を沈線で区画する。 他の施文は多

様で 、 縄文と沈線文 (2·4·7)・ 沈線

文と櫛描文 (3)・ 櫛描文 ( 5 · 6 )· 平

行沈線文(8 ) 等がある。 ま た 、 2の

沈線には赤色塗彩の痕跡が残る。
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図 9 1 4号住居址( 1 : 60) 
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I 0 

図1 0 1 4号住居址出 土遺物(1 /3) 

lQcm 

年 〖 三亨' """' "'' 

.... . � 『r Q, �, 

一
ゃ

図11 1 7号住居址出 土遺物(1 /3) 
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2 号土拡

3号住居址と重複関係にある。 形態は円形に近く、

規模は 長軸9 0cm X 東西軸72cm、検出面からの掘り込み

は31cmを測る。

土器の出土量は少なく、甕（医12-1 ·2)と器種不

明 土器 (3)がある。 1 は単純口縁となり口唇部には

縄文が 、 頸部には波状文、胴部には羽状文が施文され

る。 2も単純口縁となるが、口唇部はオビオサエによ

る波状口縁をなし 、 端部には縄文を 、 胴 部はコ 字重ね

文を施文する台付甕である。 3は坪状を呈する器種 ・

用途不明 の土器である。

／ ニ
2 ↑ I I I I I 

lOcm 

図 1 2 2号土拡出土遺物(1/3) 

6 号土拡

17号住居址と 重複関係にある。

北側は検出できな かったが、直

径75cm程の円形を想定する。 検

出面からの深さは12 cmである。

土器は多く出土している。 器

種には壷 （図 13-1 ·2)と甕（

3 ·4· 5 )がある。 1 は受口状

ロ 縁の 太頸壷で 、 2と同一 個

体である。 口 唇部・ ロ 縁部 ・ 頸

部に縄文が施され 、 口縁部は山

ヽ
［
 

�,, 

n
Y
L_
•

 

m
 
c

 
o
l

 

ー

形文がめぐる。 甕は単純口縁の 図13 6 号土 拡出 土遺物(1/3) 

もので 、 最大 径は口縁部にある。 口唇部施文は縄文 (3)・ 箆描 列点文、 (4)で 、 頸部には簾状文 (3)がめぐる。

4と 5 は同一個体で体部に羽状文が施される。

9 号土拡

東側は検出できな かったため全容は不明 であるが 、 南北4.20m 、深さ30cm程の円形、あるいは楕円形を呈する土

砿内に 、 直径1 . 9 5m 程の円形土砿を内包する遺構である。 西壁から北壁にかけ幅約80cm 、 深さ 5 �32cm程の周溝

状溝がめぐらされ 、 北壁 下 に柱穴が2個ある。 円形土拡は検出面から5 5cmの 所 で直径約lm になり 、 これより下

部は垂直に掘り込まれる。 調査では1.4m 掘り下げたところで湧水を見たため 、 それ以 下 の調査を断念 した。 円

形土砿 ・ 周溝状溝 • 柱穴等の遺構は一体をなすものと考え られ、井戸跡を想定する。

土器の出土量は多い。 器種には壷 （図15 -1 �3 · 9 ・12·17)・ 甕 (4�6 ·10·13·14 ·16)· 台付甕 ( 7 ·11 ・15 )

•蓋 (8 )がある。 甕には櫛描文が多用されるが口唇部に縄文が付されるもの ( 5 · 6)口縁部に付されるもの

(10)がある。 壷は縄文と沈線文が組み合さった施文が主流であるが、櫛描文のもの (2· 3 · 1 7)もある。 台付

甕は箆描文に ボ タ ン状貼付文が見られる。 16は 弥生時代後期に位置付くものである。 石器は 、 太形蛤刃石斧 （図

16- 9 )・ 扁平片刃石斧 (10)及び石庖丁• 磨製石斧 の未成品 (2 · 8 )が出土 して いる。
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図1 5 9 号土拡出土遺物(1 /3) 
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円 板状土製品

2 号住居址から 1 点（図 16 ー ①）、 14号住居址から 2 点（② ・③）、 9 号土坑から1点（④）の計 4 点が出土 してい

る。 ①は壷の破損品で、 箆状工具による沈線が 1 本と縄文が施され、 懸垂文の一部と思われる沈線と刺突文が見

られる。 ② ・ ③ ・④は甕の破損品と思われる。 ③は両面から穿孔途中、 ④は半分欠損 して いる。

こ れらの円板状土製品についてその用途ははっきりと していない。 おもに円板の中央に穿孔を持ち、 破片の端

部を整形 して円形に仕上げて いると こ ろから 〔土製紡錘車〕 と して取り扱うこ とが多いが、 穿孔途中であっ た り、

中には穿孔のないものも多 見々受けられる。 大小様 で々、 壷や甕の他鉢等赤色塗彩され た ものなどの破損品を使

用（意圏 的に製作されて いると思われるものも各遺跡で若干量見られるが）しており、 弥生時代中 ・後期にその量

が多く、 該期の遺跡のほとんどから出土 しているこ の円板状土製品について、 その性格 ・ 用途目的など現在のと

ころ不明な点が多い。

石器

図 16 - 1 は、 粘板岩製の石庖丁と思われる破片で 2 号住居址より出土 し た 。 打製石鏃は 3 号 ( 3 ) · 10号 ( 4 )

1 1号 ( 5 · 6 ) 住居址より 4 点出土 し た。 3 は珪質頁岩製、 4 · 5 · 6 は黒曜石製で、 1 0号住居址は古墳時代で

あり流れ込み品である。 7 は蛇紋岩製の小型扁平片刃石 斧 で、 13号住居址より出土 し た。 2 · s �1 0は 9 号土砿

より出土 し たものである。 2 は珪質凝灰 岩 製 石庖丁未成品 、 9 は珪質粘板岩製の太形蛤刃石斧、 10は粘板岩

製の扁平片刃石斧である。 8 は蛇紋岩製の擦切技法による磨製石斧 未成品であるが、 弥生時代には こ ういっ た技

法による石器製作はない た め、 縄文時代晩期以前の所産であろう。

I 
筐惹

2 号住 居址

二�/Oこ� ti

I 
I \,J) 9号土砿 ；） 

�-� 『
1 4号住居址 14号住居址

----- I 一 胃ー， 忍I ' 
9号土i広 I 
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疇
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I 9号土拡

゜
図 1 6 弥生時代 中 期以前の円板状土製品・石器 (2/3)
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3

 
弥生時代後期

7 号住居址

1 4号住居址、 8 号土砿

と重複関係にある。 北壁

及び東側半分以 上 に撹乱

を受けているが、柱穴の

位置から形態は隅丸長方

形を呈し、規模は、 長軸

6 . 9 0m X 東西幅5 . 0 0m 程

になるものと想定される。

柱穴は9 個検出され、主柱

穴は4個長方形配列にな

る。 南主柱穴間中央に直

径32cm程の地床炉が設け

られる。 また北主柱穴間

中央には連結する 2 個の

柱穴があり、 出入口部に

あたるため、後産埋納等

の特殊な遺構の可能性も

ある。 掘り込みは南壁で

15cmを測る。

住居床面までが比較 的

浅か ったため、 土器の出

土量はさほど多くはない 。

器種には壷（図 18-1 ・

2) . 蓋(3)・裔杯 (4
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. 5)がある。 1 は 口縁

部付近の破片と推定され

有段状をなし、 下端部に

箆描 列点文がめぐる。 内外面共に赤色塗彩が施される。

図1 7

2 の外面は丁寧な箆ミガキが施されるが赤色塗彩はされ

ない。 内面には刷毛調整痕が残る。 3は内外面共に刷毛調整がみられ、外面は後に軽い箆 ミ ガキで仕上げる。

4は高坪坪部で内外面共に赤色塗彩が施され箆ミガキされる。 5は高坪脚部で外面のみ赤色塗彩される。 6は粘

土塊から壷を模したと想定されるミ ニ チ ュ ア土器である。 内面は棒状工具のよ うなもので回転を加え ながら差し

込み、 貫通する手前で止めている。
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1 8号住居址

1 3号住居址と重複関係にある。 形

態は北側半分程未検出であるが、 隅

丸 長方形になるものと考えられる。

調査区内での柱穴および炉など の検

出できなかっ た 。

土器の出土量は少ない。 器種には 、

壷（ 図19- 5 · 6)・甕 ( 1  · 2 · 4) 

・鉢(3)がある。 5 ·6は同一個体

で 、 肩 部に箆描鋸 歯文 がめぐ り文

U), 
1, ..i......l ..1....I �cm 

7 号住居址出 土遺物 (1/3、

二
6 のみ1/2)

＼ 図 1 9

ニ 5

5
 
白

.
9
 

｀�
 

゜ 10cm 

18号住居址出 土遺物 (1/3)

様部を除き 赤色 塗彩される 。 1 は

無文の甕で、内外面共に丁寧な箆 ミ ガキが施される。 外面には煤が付着している。
3 は内外面共に赤色塗彩が施され箆 ミ ガキされる。

8 号土 拡

7号・11 号住居址と重複関係にあり、 この中で

は最も新しい遺構である。 直径60cmの円形土拡で

検出面からの深さは83cm測る。

土 器の出土量は少ない。 器種には甕（ 図2 0- 1 

� 5 ) があるが、 全て同一個体である。

部 、

1 は口縁

2 - 5 は口縁部から頸部にかけて の破片で、

7条単位の櫛状工具による波状文が見られ、 頸部

には簾状文がめぐらされるものと思われる。

2 は 1 と同一個体と思われる。

5
 

＼
 

'-

勺 〗

〖2

二
゜ 10cm 

図20 8 号土拡出 土遺物 (1 /3) 

-14-



4 古墳時代後期

1 号住居址

調査区南隅に位置し、

北壁 • 南壁の一部を検出

し た にす ぎず規模等は不

明 であるが 、 隅丸 長方形

を呈するものと思われる。

土器の出土量は非常に

少ない。 器種には甕 （図

2 1- 1 ・2 ) . ± 不 ( 3 ) があ

る。 1 は内外面共に刷毛

調整 さ れ た 小型の甕である。 2も小型の甕で、頸部で強く屈曲し、口縁部は有段をなし 、 逆ハ の字を呈して外開

b 
.m

 
Oc
f

 

ー

図21 1 号住居址出 土遺物 (1 /3) 

する。 口縁部には浅い 凹線文をめぐらし 、 内面は刷毛ナデのち ヨ コ ナ デで仕上げる。 北陸地方に影響地を求める。

3は扁平球形の坪で、 口 縁部は短く直立する。 外面は横方向の丁寧な箆 ミ ガキが 、 内面は底面 よ り放射状に密な

箆 ミ ガキを施す。

5号住居址

6 · 14号住居址と重複関係にある。 北側は

6号住居址に より堀り込 ま れ、西側は調査区

外にあり規模は不明 であるが、形態は方形あ

るいは 長方形を呈するものと考え られる。 調

査区内では柱穴 ・ カ マ ド等住居址に伴う施設

は検出さ れなかっ た。 ま た 、覆士内からは 8

号住居址に見られ た よ うな自然石が多く出土

し た。 出土状況は 8 号住居址とは異なるが、

用途については同様であると考え られる。

土器の出土量は少なく、復元可能なものは

調査壁付近から出土した甕 （図 22 - 1 ・ 2 ) 1 

個体にす ぎない。 外面調整は頸部から底部付

近 ま でタテ 刷毛ナデによる。 内面は体部下 半

ま で ヨ コ 箆ナデが施 さ れるが、粘土紐の凹凸

が著しい。 底部付近は刷毛ナデによっている。

-

゜ 10cm 

図22 5 号住居址出 土遺物 ( 1 /3)
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6 号住居址

5 号住居址と重複関係にありこれよりも新しい。

調査では東隅部を検出し た にすぎないた め規模は

不明 であるが、 形態は隅丸方形を呈するものと思

われる。 柱穴は 2個検出し た が、 主柱穴であろう。

土器の出土量は少ない。 器種には土器坪（図 23

- 1 )· 甕 ( 3 ) • 高盤 ? ( 4 ) ・須恵器坪 ( 2 )

がある。 1 の内外面は箆 ミ ガキが施され、 内面は

黒色処理される。 1 · 2 の底部外面には 「 X 」 刻

印 （箆記号）がある。 3は小型の甕形土器で 、 内

外面共に箆 ミ ガキ を施し、 丁寧に仕上げる。 4は

高盤の脚部であると思われる。

ロ ロ

汀3゜ 10cm 

図23 6 号住居址出 土遺物 (1 /3)

｀ 
8 号住居址

＼ 
< 

I 丁
西 · 南側の大部は撹乱を受け、 東側隅部を検出し

た にすぎず、 規模は不明 であるが、 形態は隅丸方形

を呈するものと思われる。 カ マ ドは北壁中央に構築

される粘土製両袖形 のもので袖部先端には 立石が見

られ た。 東隅部に直径90cm程 • 深さ60cmを測る土砿

状の掘り込みが見られ、 主柱穴又は貯蔵穴と考え ら 苓 濤ょ
E 

れる。 ま た その南の床面上には楕円形、 あるいは柱
<t:: I 

g 

2 m"'---:: 芦こ状を呈する 自 然石（錘具）の集 石が 見られ た。 ゜ < 

土器は多く出土している。 器種には土師 器甕（図 図24 8 号住居址 ( 1 : 60) 

25 - 1 · 3 ) ·  鉢 ( 2 ) ・須恵器蓋 ( 4 · 5 ) · 坪 ( 6 )

がある。 甕には 2 種類があり、 球形胴 で外面調整が箆 ミ ガキによるものと、 長胴形を呈し、 箆ナデで仕上げるも

のである。 鉢は内外面共に箆 ミ ガキが施される。 5 の蓋はつまみ部が欠損するが、 4 · 6 より前出の器形である。

ま た 、 土拡内からは鉄製の鎌 ( 7 ) が出土している。

集 中して 出土し た 錘具は 出土状

況及び形態から、 俵や席編み用の所

謂コ モ デ石と考え られる。 15点が出

土し た。 錘具の質量は表 1 に 示 し た

とうりであるが、 大きさ ・重量にば

らつきが認められ、 数組単位で用途

に応 じて使いわけていた と考え られ

る。 ま た 擦痕のような細い筋が見ら

れるものもあるが使用し た 段階で付

いた ものか否かは不明 である。

全 長 最大幅 最大厚 重 量 全 長 最大幅 最大厘 重 量

1 13 .0cm 6 . 8cm 3 . 0cm 372 .9 g ， 15 .  4cm 6 . 1cm 5 .  0cm 734 . 7 g 

2 12 .&m 6 . 6cm 3 . 7cm 405 . 1  g 10 12 .3cm 5 . 7cm 4 .8cm 490.8 g 

3 10 .  9cm 7 . 1cm 4 . 3cm 372 . 9  g ※ 1 1  9 . 6cm 4 . 4cm 3 .&rn 244 . 6 g 

4 10 .&m 5 . 6cm 3 .4cm 315 .9  g 12 1 4 . 2cm 7 .  3cm 4 . 1cm 586 .4 g 

5 12 .  6cm 8 . 1cm 5 . 1cm 765 .0  g ※13  8 .  3cm 4 . 4cm 2 . 9cm 120 . 0  g 

6 13 .  7cm 6 .  3cm 4 . 6cm 624 . 1 g ※14  9 .  2cm 6 .0cm 3 . 3cm 268 . S g  

7 13 . 5cm 5 .&m 4 . &m 636 .9  g 15 13 .  7cm 6 . 5cm 5 . 7cm 678 . 1  g 

8 13 .6cm · 6 . 8cm 4 . 6cm 676 .6 g ※ 破損品

表 1 8 号住居址出 土錘具質量表

- 16 -
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｀
 

1 — ,� 

二 =r-P. 
』 10cm 

I 

眉 --LI--=. う

図25 8 号住居址出 土遺物 (1 /3、 7 のみ1/2)

I
 

5
rrn 

9 号住居址

10号住居址と重複関係にある。 住居

の大部が10号住居址によって破壊され

ている た め、 調査では北東隅一部分を

検出し た にすぎない。 規模等は不明 で

あるが、形態は隅丸方形を想定する。

覆土内には頭大程の礫が散乱しており、 ) � 
3 I I I I I I J 

礫の下 よ り図 26- 1 が出土している。

土器の出土量は少ない。 器種には坪（図 26- 1 � 3 ) ・壷 ( 4 ) がある。 坪は内外面共に箆ミガキが施される。

図26 9 号住居址出 土遺物(1 /3) 

1 は完形で、 内面は黒色処理されている。 2 · 3は残存状況が良くない。 4 は壷の底部であると思われ、 内外面

調整は箆ミガキによる。

- 17-



1 0号住居址

9 号住居址と重複関係にあ

る。 東側半分程は調査区外に

あり 、 北西隅付近は撹乱を受

けるため全容は不明 であるが

長（南北））軸は6 .2 0 m の規模

の 長方形を呈するものと思わ

れる。

土 器の出土量は多いが、 そ

のほとん どが小破片である。

器種には壷 （図2 7 - 1)・甕( 2 )

坪(3)・ 高坪(4)・ 器台( 5)が

L

)
1
 

ロ
：

4
ロ

｀
胃

゜ 1 0cm 
゜ 5 cm 

図27 1 0号住居址出 土遺物 (1/3、 6 のみ1 /2) 

ある。 甕は 長胴化傾向にあり 、 内外面共に箆ナデ調整によって仕上げられている。 坪は扁平半球形を呈し 、 箆ミ

ガキが施され、 内 面黒色処理される。 器台は混入品であろう。 6 は粘板岩製紡錘車で表面には放射状の刻み目

が見られる。 また混入品と思われる黒曜石製の打製石鏃が 1 点（固 16-4)出土している。

1 号土砿

2号住居址と重複関係にある。 直 径5 8cmの円形を呈し、 深さ27cmを測る。

出土した土器は土師 器坪 1 点のみである。 内面を黒色処理するもので外

面は丁寧な箆ミガキが施されている。
゜ 1 0cm 

図28 1 号土拡出 土遺物(1 /3) 

5 奈 良 • 平安時代

1 2号住居址

南側半分程は撹乱により破壊されているが、

形態は隅丸方形を呈するものと思われる。 東

西軸は2 .80m 程の規模になる。 柱穴 ・ カ マ ド

等は検出されていない。

土器の出土量は少ない。 器種には土師 器甕

（図2 9 - 1 )、 須恵 器坪 (2�4)・蓋 ( 5)

がある。 甕の 口 縁部は面取りされ、外面に ロ

ク ロ 目、 内面にカ キ目を残す。 坪 ． 蓋は ロ ク

ロ により仕上げられ、 底部で回転糸切離痕

(4)がある。 �
� 

一/J ----ニ亡三 5 
0 10cm 一

図29 1 2号住居址出 土遺物(1 /3) 
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-...,;;� 
1 号住居址（南よ り ）

3 号住居址（北東 よ り ）

6 号住居址（南東よ り ）

" 

- 19-

贔く 疇 ｀

2 号住居址（北 東 よ り ）

5 号住居址（東よ り ）

'a,11l.-, ....... , , .. , , , 

7 · 1 1 号住居址 （ 北 よ り ）



8 号住居址（南西 よ り ） 9 号住居址 （ 北 西 よ り ）

1 0号住居址 （ 北 東 よ り ） 1 2号住居址（南西 よ り ）

逸 .. i 'さー、S
1 3号住居址 （ 北東 よ り ） 1 4号住居址 （西 よ り ）
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1 7号住居址 （ 北 東 よ り ）

9 号土 拡 （ 上 よ り ）

- 21 -

―̀ 
令 - ·- :..?- " 

2 号土 拡 （ 北 東 よ り ）

んぷが
‘

—心_,,• • ヽ ．

9 号土 拡 （ 北東 よ り ）

- ---- <; 磁
調査区全体（ 西 よ り ）



調査区全体（ 北 よ り ）

調査区全体（ 西 よ り ）
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1 7号住居址 2 号土拡 9 号土拡

7 号住居址 1 号住居址（北陸系） 1 号住居址

6 号住居址（箆記号） 8 号住居址 鉄製鎌

8 号住居址

9 号住居址

43
 

7
 

10 

4
 5

 

1 0号住居址
石製紡錘車

石器 ・ 円板状土製品
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